










































































































































































































































聞の、まさに生資料である。順造氏の父である純三郎氏は、孫文の側近であり、孫文ともかなり行動を共にしていたことから、孫文の同志遥からの孫文宛 手紙類も三六点あり その大半は五四運動（一九一九）以降、孫文が日本の中国政策に対しても客観視す ようになり、国共合作を実現した（一九二こ ち、第 回の国民党大会を開催した一九二四年 おける手紙であることは刺激的である。差出人である中国側の人物も多様 、当時の孫文をめぐる人的ネットワーク 分析も可能になろう。孫文の側近であった純三郎氏のもとへは、孫文のみならず胡漢民その他多くの中国の要人 手紙 届き純三郎氏経由で孫文へ伝えたい願望を込めた手紙も数く含まれている。また、戦後、台湾へ移った中国国民党の諸氏からの多くの手紙も目立ち、純三郎氏 問で日中間の協力や貿易発展を願う文面 かなり往復されたことをうかがわせる。そのほか、中国にい が中国の情勢を次々と自宅へ書き送っ 手紙も多くを数えこれらの生々しい内容は今後 日中間の関係資料として十分役立つはずである。その他、孫文、王兆銘、蒋介石、陣其美、戴天仇など中国の要人達、だけでなく、犬養木堂、近衛 磨、近衛文隆、頭山満など当時 日本 要人達の手にな 書や絵も約一
OO
点あまり寄託され、筆そのものも楽しませてく
れるほか 当時の孫文をめぐる大版の各種 モノクロ写真も数多く寄託され、数百冊 中国関係書 ともに、文字通り総合的 つ立体的 すぐれた の資史料となっいるといってよい。
今回寄託された資史料の整理については、大野一石氏のもとで中国研究科の藤森猛、佃隆一郎、柳麗艶、福井充の諸君が担当してくれた。お礼を申し上げつつ、その中から新たな研究が生み出されること 期待したい。なお、この寄託に当りご尽力いただいた東光書院の村上武氏から、このたび初の孫文全集ともいうべき「総理全集」（全五冊 一九三
O年、中国・民智書局刊）をご
寄贈いただいた。孫文研究の基礎文献として貴重である。山田家ともどもあわせて厚くお礼申し上げる。
j急先量的
砕生政由
3毛ネj毛身命人
段低金払良年ぎA，え迫色~ぺT
~月
J晶一，U
39 
